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された福島空港。 今年‘工事はさらに大 11
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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
村
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
多
幸
と
ご
繁

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
そ

し
て
世
の
中
を
不
安
に
陥
れ
た
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
開
催
地
福
島

県
が
見
事
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
、

第
切
回
国
民
体
育
大
会
「
ふ
く
し

ま
国
体
」
で
は
、
本
村
で
矩
火
完
エ

港
の
火
」
の
採
火
・
リ
レ

l
出
発
式

が
行
わ
れ
、
そ
の
福
島
空
港
か
ら
の

搭
乗
者
は
百
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。玉

川
村
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
の
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
』
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
諸
施
策
を

順
調
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

新
し
い
年
に
ご
家
族
お
揃
い
で
、

希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
中
は
村
氏
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
議
会
活
動
に

精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
平
成
の
代
も
8
年
目

を
迎
え
、
国
の
内
外
と
も
に
大
き
な

時
代
の
変
革
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
地
方
自
治
に
お
い
て
も
、
従

来
の
形
式
主
義
や
前
例
の
踏
襲
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
勇
気
あ
る
変
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
も
あ

り
、
私
た
ち
は
二
十
一
位
紀
を
見
通

村民の皆様と共に
すばらしい郷土

づくりに努めます。

玉川村長

車

た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
摩
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ね

ど

し

今
年
は
子
年
で

N

生
ん
で
増
や
し

て
育
て
る
H

な
ど
と
、
縁
起
の
良
い

年
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
決
意
も

新
た
に
職
責
の
重
大
き
に
身
を
引
き

締
め
な
が
ら
「
希
望
に
満
ち
た
未
来

の
夢
」
実
現
の
た
め
、
ま
た
、
村
民

一
人
一
人
が
山
一旦
か
さ
を
実
感
で
き
る

村
づ
く
り
を
、
更
に
進
め
る
べ
く
村

政
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
国
内
外
の
経
済
情
勢
は
、

円
相
場
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
経
済
構

造
の
空
源
化
な
ど
著
し
く
変
貌
し
て

お
り
、
ま
た
、
社
会
情
勢
に
お
い
て

も
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
更
に

高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の

大
き
な
変
革
の
時
代
を
背
景
に
、
行

し
な
が
ら
、

大
き
な
飛
躍
を
目
指
し

て
村
の
諸
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
村
は
福
島
空
港
の
開
港
に
よ

り
、
日
に
日
に
変
貌
を
遂
げ
て
お
り
、

そ
う
し
た
本
村
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
第

四
次
玉
川
村
振
興
計
画
を
策
定
し
、

あ
ぶ
く
ま
新
高
原
都
市
構
想
、
高
規

格
道
路
な
ど
へ
の
対
応
、
体
に
障
害

を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
や
母
子
家

庭
、
児
童
、
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る

福
祉
施
策
の
充
実
、
上
下
水
道
の
整

備
、
都
市
計
画
区
域
の
指
定
、
吏
に

は
福
島
空
港
を
活
用
し
た
産
業
の
振

興
と
地
域
開
発
、
高
速
交
通
体
系
に

夫

「希望に満ちた
未来の夢」

実現に向けて。

次回
政
の
需
要
は
増
大
し
、
質
的
に
も
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
本
村
に
あ
っ

て
も
、
福
島
空
港
の
滑
走
路
を
二
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
延
長
す
る
工
事

が
、
平
成
ロ
年
度
の
供
用
組
目
指

し
て
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

し
た
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、

平
成
8
年
度
か
ら
口
年
度
ま
で
の
叩

年
間
を
見
と
お
し
た
、
第
四
次
玉
川

村
振
興
計
翻
を
策
定
し
、
本
県
は
も

と
よ
り
北
関
東
地
域
の
玄
関
口
と
し

て
の
空
港
周
辺
整
備
事
業
、
人
間
創

造
都
市
の
形
成
を
基
本
理
念
と
す
る

あ
ぶ
く
ま
新
高
原
都
市
構
想
、
東
京

一
極
集
中
の
是
正
と
、
多
極
分
散
型

国
土
形
成
に
対
応
し
た
首
都
機
能
移

転
の
受
け
皿
。
つ
く
り
、
ま
た

H

産
・

学
・
住
H

が
有
機
的
に
結
合
し
た
、

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
呂
指
す

よ
る
地
域
整
備
な
ど
、
新
・
玉
川
村

の
創
造
に
向
け
て
の
各
種
施
策
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
こ
れ

ら
当
面
す
る
課
題
に
対
処
す
る
た

め
、
多
岐
に
わ
た
り
尚

一
層
の
調
査

研
究
を
重
ね
、
村
民
の
皆
様
と
共
に

す
ば
ら
し
い
郷
土
づ
く
り
に
努
め
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
御
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

征二郎

玉川村議会議長

塩田

郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
や
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
整
備
構
想
、
更
に
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
エ
ー
な
ど
、
将

来
を
期
す
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
全
村
民
の
創
意
工
夫
と
団

結
に
よ
り
、
新
世
紀
に
向
け
て
「
心
豊

か
な
活
力
と
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
」

を
テ
l
マ
に
、
快
適
な
居
住
環
境
の

整
備
、
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
、
福

祉
の
充
実
と
健
康
づ
く
り
、
人
間
性

豊
か
な
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
り
、
み
ん
な
が
「
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
思
う
村
づ
く
り
を
前

進
す
べ
く
決
意
も
新
た
に
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
面
の
本
村
の
課
題
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
空
港
関
連
周
辺
整
備
、

付
加
価
値
農
業
の
確
立
、
商
工
業
の

育
成
、
福
祉
の
充
実
と
健
康
対
策
、

住
宅
団
地
の
造
成
、
企
業
誘
致
、
総

合
運
動
公
園
整
備
、
水
資
源
確
保
対

策
と
し
て
の
千
五
沢
ダ
ム
共
同
化

や
、
今
出
川
ダ
ム
の
建
設
促
進
、
更

に
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育

成
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
的
達
成
に
向
け
て
最

善
の
努
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
村
民
の
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

2 3 



村
民
ふ
れ
あ
い
列
車
「
玉
川
村
民
号
」
が
、
ロ
月
9
日
(
土
)
と
叩
臼
(
日
)
の
2
巴
問
、
総
勢
1
0
0
人
が
参
加
じ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

J

R
泉
郷
駅
で
の
出
発
式
で
は
、
車
田
村
長
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
テ
i
プ
力
ツ
ト
や
、
参
加
者
代

表
3
人
に
よ
る
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
午
前
9
時
辺
分
定
員

1Oo--を
乗
せ
た
お
座
敷
列
車
「
漫
遊
号
」
が
泉
郷
駅
を

出
発
。
畳
敷
き
の
列
車
内
や
宿
告
の
ホ
テ
ル
観
洋
で
は
、
酒
を
酌
み
あ
わ
し
な
が
ら

γ明
日
オ
ケ
や
踊
り
な
ど
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
ら
は
楽
し
く
村
民
間
士
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
合
い
、
ま
た
、
貌
鼻
渓
で
の
舟
下
り
や
平
泉
・
中

尊
寺
参
拝
な
ど
冬
の
岩
手
路
と
お
座
敷
列
車
を
寄
分
に
満
喫
し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
玉
川
村
民
号
」
は
、
村
民

の
ふ
れ
あ
い
と
J

R
水
郡
線
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、
村
が
主
催
し
、
区
長
会
が
後
援
し
て
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「楽しく奇意義な旅
にしてくださいJ
と各車両をまわっ
てあいさっする車
巴村長(華号室内

にて)

L 
i第18自【i肩EE王)"Il
ゆす前88寺40分、泉郷駅に参加者が続々と集合。

木枯らしが吹くなか、 9時5分出発式。前田磐城

石川駅長、車田村長のあいさつ後、村長や駅長、

塩田村議会議長、小針区長会長がテープ力ットし、

参加者を代表して佐藤スミ与さん(蒜生)矢部ミ

ツイさん(吉)小林敬菩さん (竜崎)の3人が村

長らに花束を贈呈。式の終3と同時に、た月、た風ミ

ミ華ミの3両編成(定員100名)のお座敷列車 f漫
遊号jが泉郷駅ホームに入る。車内には既に川辺

地区の参加者13人が)11辺沖駅から乗っています。

9時22分、 100人の笑顔を乗せた「玉川村民号j出

発!10時頃から村長が各車両を回ってごあいさつ。

講話は短時間で終3。高林副議長(月)溝井小高

区長(風)山林竜崎区長(華)の苔頭で乾杯。諸

島を過ぎた辺りから、飲んで歌って車内はすっか

りリラックス。午後司令いつのまにか南三陸・
志津川駅に到着し、今宵の宿 fホテル観洋jへ。

ホテルは大きくて護雑{こ入り組み、部屋を覧える

のにひと苦労する場面もありましたが、各自思い

思いに時を過ごし、午後6時から小針村助役の開

会のことばで懇親会が始まる。参加者最年長の高

橋修さん (82歳、山小屋)と添田ナ力さん (75歳、

小高)さらに12月9日と10日生まれの3人の方々

に記念昂が贈られ、小針区長会長が大不うを抱いて

乾杯!宴は、力ラオケそしてご婦人方奇志による

事踊亨ど次から次と繰り出され、委見書らは酒を

fJみ交わしながら大いに旅の夜の一時を楽しみま

した。

旅田誌

南三陸・岩手路の辰

暖かいこたつ舟でゆっくりと
お弁当と渓谷美を昧わう参加
者(狽鼻渓にて)

軍曹EF慰問
今日も天気は上々。朝風呂を浴び、海の幸が一

杯並んだ朝食をすませ、 午前88寺宿奮を後に。J
RE大型観光パス 3台を連ね海景色を眺めながら

北上。9時10分、日本奇数の漁港、気他沼港の fお
魚いEJ3J着。しばし新鮮な海産物の墨物を楽し

み、北上山地を越えて岩子県 栗山町へ。 11時過ぎ

狽墨渓・乗船場意。 3艇のごたつ舟で、砂鉄川が

這った岩壁の切り立つ越すい境の世界を通話。午

後 1時パスは平泉 11い思尊寺に。金色堂を見学した

り各自のんびりと境内を散策した後、パスはJR
一ノ関駅ヘ。とごで約半日間を共にしたパスとお

剖れし、再びお座敷列車 f漫遊号jに乗車、一路

ふるさと目指して「玉川村民号jが2時30分発車!

残された時閣を惜しむかのように、車内の雰囲気

は一気に盛り上がっています。郡山駅を過ぎ間も

なく旅も終わりに近付く 。村聞役、収入役、そして

村長にかわって教育長が、それぞれの車両で今回

の「村民号jを締めくくるあいさつ。全員で f星
影のワルツjを大合唱!歓喜のなか午後7時45分
泉郷駅、そして5分後、川辺沖駅に到着。

ふれあいと思い出をたくさんつくって無事終ざ

した{玉川村民号j。各区長さんはじめ参加された

村民の皆様、そして磐城石川駅の皆様ありがとう

ございました。



2
月

8
H
1
3
月
日
日

開
得
申
告

姶
寝
間
ψ
患
す

住
民
税
(
村
県
民
税
)
や
所
得
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
村
で
は
「
税
の

申
告
相
談
」
を
2
月
8
巳
か
ら
下
記
の
臼
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。
相
談
日
に
都

合
の
悪
い
方
は
、
都
合
の
よ
い
日
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平成8年 1月

D
J
P監

パ
リ
¥
戸
仁
ぷ
羽

②
営
業
な
ど
が
あ
る
方
は
、
出
納
帳

簿
や
関
係
書
類

③
源
泉
徴
収
票
(
給
与
、
恩
給
、
年

金
、
賃
金
な
ど
の
あ
る
方
は
、
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
)

④
平
成
7
年
中
に
支
払
っ
た
損
害
保

険
料
、
生
命
保
険
料
や
個
人
年
金
保

険
料
の
支
払
証
明
書

⑤
医
療
費
の
あ
る
方
は
、
平
成
7
年

中
に
医
療
機
関
へ
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書

⑤
農
業
近
代
化
資
金
な
ど
の
制
度
資

金
の
借
り
入
れ
が
あ
る
方
は
、
利
子

支
払
証
明
書

⑦
そ
の
他
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る

書
類

広報たまかわ

①
住
宅
用
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

②
建
築
工
事
の
請
負
契
約
書

③
住
民
票
の
写
し

④
金
融
機
関
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

た
、
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入

金
の
年
末
残
高
証
明
書

⑤
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
額
の
計
算

の
基
礎
に
な
る
住
宅
借
入
金
等
の
年

末
残
高
額
の
計
算
明
細
書

個
人
や
公
的
機
関
に
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
に
は
譲
渡
所
得
が

か
か
り
ま
す
。
そ
の
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
に
は
、
売
買
契
約
金
百
(
個

人
)
や
公
的
機
関
が
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
。

所
得
税
の
納
付
と
還
付
請
求
は
、

金
融
機
関
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振

替
で
き
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
ま
す

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

赤坂団地の名称で4月受付開始予定

/1/辺の武道地内で進められていた分譲宅地の造成工事が1月中に完3します。

この分譲住宅地は、 44区画すべてに上下水道が完備されており、国道 11 8号沿

いで交通の便も良く、日当たり良穏な高台に位置しています。

完成後は、赤坂団地の名称で福島県住宅供総公社が販売することになり、分譲申

込みの受け付けは4月の予定となっていますo

分譲についての芯問い合わせは、役場企画調整課まで。

•• 6 

(東部地!R)

9日(金) // 

確定申告者

/1 

営業、農業、信業

/1 

所得税

11 

1日(金)

4日(月)

4組"-'6組

11組~残全域

宮ノ部組~3組

7絶"-'10組

辺

辺

JII 

JII 

住民税

/1 

8日(木)

|現 地 案 内 図 i 歪須賀川市・村役場
11 11 /1 11 5日(火)4組"-'7組1組"-'3組高、、、

1
8
2
J
 

j
 

// 13日(火)

東部残全域奨揮、、仁戸内北須釜東部住民税6日(水)11組~残全域8組'"1 0組一高ノ/148(水)

西部残主i或

16日(笠)

雀森、桜窪

蟹沢、荻ノ田

堂ノ内、八叉

北須釜西部

南須釜

蟹沢~八叉

// 7日(木)6組~残主i或

1組"'4組

1組"'5組

蒜生全域

申

蒜生、竜崎

// 

// 

15日(木)

奥平上、奥平下1/ 8日(金)
8組~残全域5組----7組崎= 喝// 19日(月)

E
9
4小

残全域南宿南須釜残全域// 5組~残全域 111己(月)1組----4組寺法山一臼
// 20日(火)

吉残全域

22巳(木) 山新田、青井沢

小半弓

上のL2、3紹吉全域

山小屋、山新白

書井沢、小半弓

// 12日(火)(西部地区)

11 

確定申告書

/1 

宮菜、農業、庶業

/1 

所得税

11 

21日(水)

山小屋// 13日(水)
1/ 

26日(月) 四辻新田

東部地区残

住民税

所得税

// 

。
// 

1/ 

// 

11 

1/ 

23日(笠)

東部全地域四辻新田14日(木)
11 

29日(木)

申、岩j去寺

竜崎

川辺、蒜生

小高
西部地区残

住民税

所得税
15日(木)

/ノ

(東部地区)

11 

1/ 

11 

/1 

// 

// 

Jケ

1/ 

1/ 

27白(火)

28巴(水)
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広報たまかわ

• 

ーみなさんからの話題を

おまちしています一

役場企画調整諜

広報係まで

に
っ
ぽ
ん
の
か
あ
ち
ゃ
ん

笑
い
と
涙
の
人
生
語
る
け

• 

i 7f寸
・E重量亙EE霊園璽~歪菌室・

地域福祉の向上に尽くします

地
域
振
興
事
業
で
武
田
イ
ク
さ
ん
講
演

12月11日、玉川村ふれあいtンターで民生児童委員の委嘱状伝達式が行わ

れ、委員16人(新任2人再任14人)に厚笠大臣と福島県知事からの委嘱状が

車田村長より伝達されました。

委員の任期は、平成ア年12月1白から平成10$11月30日までの3年間で、

地域の福祉向上のため活躍されます。

平成8年1月広報たまかわ

f母に捧げるバラードjや、と金八先生とでおな

じみの俳優・武田鉄矢の母、武田イクさん (77歳)

の講演会が、中のマーヴェラス末広で関かれ、500
人を超す村民の方が詰めかけましたc

武田さんはと笑いと涙の子育て奮戦記とと題して

「鉄矢は兄弟で一番優しく出来が良い。姿らない子

ほど役に立つ。一家の大黒柱はお母さんです」など

と子育てに取り組んだ信条などをユーモアたっぷり

に話していました。この地域活性化講演会は、玉川

村翼の会(大木吉永理事長)が主催し、地域振興事

業の一環として行われました。

今
回
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ

い

。

(

敬

称

略

)

塩 石 近 西

早聖朝今夫T 

鈴 大野 i易 須 主阿主J 車 角 J!1、. 矢 矢

田 森 内 舘 木 原 i翠 釜 林

千枝子四
回 弓 音1; 氏

ン
時 1rド道 英 ツ 明 1)、1・保 i支 克 政 義 手日 名

夫 ヲミ 車E li読 イ H2l 雄 明 彦 」ノH、L 子

辻新四田

LLi 北 1iti; Pι百'" Fzfi1'a 2 )11 地
三tごtIr ク須 。。 須 法 中 // .". 

冠-?，i五、 釜 IIJ奇寺 rc;ι'j 生 j互区

312 213 213 2 1 3 212 2 1 4 213 312 
T E し817 6 1 3 810 1 1 2 718 2 1 5 415 5 1 1 

1 1 7 313 513 410 012 。。413 510 
57 7 1 7 610 310 3 1 6 417 9 1 1 o 1 1 218 

圃
主
任
児
童
委
員

{任
期
一
平
成
6
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
8
年
ロ
月
乱
日
}

長い間の貢献に
厚生大臣感謝状!

同日、村の民生児童委

員を12年間務めて今回退

任された、出:引二保三さん

(小高) と矢吹j原ーさん

(古)への、厚生大臣感

謝状と県知事挨拶状の贈

呈伝達式が行われ、車問

村長から手渡きれました。

銘
菓

「
さ
か
さ
杉
」
が
金
賞
に
H

，
町
東
北
む
ら
お
こ
し
物
産
展

-m山
形

先ごろ山形県山形市のL1IJ伝国際交流プラザ

とピッグウィングとでIj日かれた、，'95東北

むらおこし物産展」の特産品コンクールで、

小高の車旧長市郎さんは6歳、いわきや!吉

主)が考案、製菓したとたまかわ銘菓と

fきかさ杉Jが見事金賞を受賞しました。

この物産展は、東北六県商工会連合会が

主催し、 iHIIlJ村商工会のむらおこし事業の

成果品などを一堂に集めたものです。

8 

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

を
表
彰

小山田明美
さん

安病気で働けなくて、収入がない。易体障害者の認定を

受けたい。老人ホームに入所したい。ミ子どもの非行で

困っている。など、悩みごとや因りごとはお気軽にご

相談ください。(個人の秘密は固く守ります)

CA 
!llTl 

木
ー←」
ん
手
塩
の
牛
が、

仙台市の1111台中央卸売市場食肉市場で開かれた チ

第2田福島石JII牛・ 枝肉共進会で、吉地区の鈴木 ヤ

繁さん (65歳)が出品した「利姫 8号J(黒毛和 、，

種・去勢)は、枝肉のキロ当たり単{rliIが平均額を 70
大幅に t回る2，783円となり、見事チャンピオン じ圃

賞を獲得 しました。 でオ
「去年は優秀賞でした。飼料の配合に気を遣っ JJ，

た」と語る鈴木さんは、牛を飼って30年c 現在20... 〆
吟卓治

頭を飼っているそうです。

この共進会は刷物品質を向上させようと 骨
石川郡畜産農協が主催し、昨年から聞かれています。 .. 

大和田友香ちゃん、八代くんう優勝fl

寄贈
須釜地区を中心に地元青年らで構成する地域づくりグ

ループ「啓発塾jから、額縁に入った油絵の寄贈があり

ました。

この絵は、南須釜の小山田明美さんが約 2ヶ月間かけ

芯製作。「啓発塾」が平成 7年 5月に、大寺城跡に武者

l織を立ててライトアッフ。事業を行った際、青空の下春風

にそよぐ|織を描いたもので 「夫(弘さん・ 29歳)も塾の

メンバーなンです。jと語る明美さんQ 額縁を作った松

悶勇さん (30歳、南須釜)もメンバーです。

「啓発塾jかう油絵、
玉川村民卓球大会

玉川卓球クラブ (塩沢正勝会長)主催に よる第12回
玉川村民卓球大会が、村勤労者体育センターで行われ、

小学生から一般まで、の75人の選手が出場しました。お

もな成績は次のとおりです。 (敬称11府)

Q/J¥掌笠シングルス優勝大和田友香 2位 我 妻

久美 3位大和田友紀 増子恵美

。一般シングルス 優勝八代雄嗣

3位我妻由香利塩沢正勝

。一般ダブルス 優勝 五十嵐毅/金子知典 2位

八代雄嗣/遠野卓也 3位制l校由紀子/鈴木弥生鈴

木富士江/鈴木聡美

五十嵐毅21立右は輿さ/VJ)すl

第2回福島石川牛枝肉共進会

平
成

7
年
度
玉
川
村
野
球
協

会
(
須
田
福
広
会
長
)
の
納
会

が
、
中
の
マ

l
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広

で
行
わ
れ
、
次
の
叩
人
の
方
々

が
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

石 =Eと3 事 須 I皆 矢 須 安l千

森 田 国 田 子 吹 木 田 聖子
真湯沢次

選
手 l

幸 茂 i閏 貞 事井 政
名|

正 失 美 治 義 勉 哉

ヲ頁 泉 玉 τ7 須 泉

釜 ン 担F )11 ン キて‘ソf 釜 郷 子
ク ヤ ク 。村 ヤ ク 。ク

フ フ 役 オズτ7 ぜ フ フ ム
フ ス フ 場 ス フ フ

9 



，q拘財産をもちったとき
.. '-巧.. 

個人から財産をもらったときには、もらっ

た人に贈与税がかかりますが、一定の要件に

該当する場合には贈与税が軽減されます。

・夫婦の閣で住居用不動産などの贈与があ

ったとき・・・最高2，000万円の配偶者控隙が

あります

・特別障害者の生活費などにあてるため

に、特別障害者を受話者とする財産の信託

があったとき-・・6，000万円までは贈与税が

かかりません

・父母又は祖父母から受託取得資金の贈与

を受けたとき・..300万円までは贈与税がか

かりません

なお、これらの適用を受けるためには一

定の手続きが必要です。

詳しくは、お気軽に最寄りの税務署や税

務相談室にお尋ねください。

女頑張るあなたを

平成 8年度 応援しますl

謂島県草生震@久窮奇襲集
量所在地

男予察:千葉県松戸市

女ミ子寮:東京都渋谷区幡ケ谷

極募集人員

男ミ子憲:45名程度

女吾寮:8名程度

調l必要経費

入 寮 寄 付 設
(入寮 時の み)

察~等
(食滋込み月額)

圃応募資揺

福患県内出島で、平成 8年 4月に大挙

(短期大宮む)に入掌予定の者(夜間部除く)

謝申込み方法

入寮申込書等を在学(出身)高等掌校長に

提出

画申込受付期間

平成8年 1月9日(火).-....，2月13日(火)

圃施設の概要

所

在

地

平成8年

1月26日'"'-'3D日

.. '1果1

留

吉集会所

乳幼児健康相談 1 ・・・・ 守・・・ ・1 ・・・ 管

午前9 時30分~10B寺 霊
乳児健診 B ・l ・0 ・・ ・・・・ φ... ・・ ・1 ・・6 得。

午後 1時"'-'1時30分 筆)
母親教室 ‘・ 0 ・ ・・i ・・0 管

午前9時15分"'-'9時30分 理1
3種混合予防接種 ..... .[望室!
午後 1時-----1時 15分 署!
3種混合予防接種 ・1 ・目・・・・ ・・・・・..・ 事

午後 1時-----1時30分 漫i
成人病予防教室...。北須釜生改センター

午前 9 時30分~128寺

3歳児健診

午後 1時"'-'1時30分

成人病予防教室

午前 9 時30分~12時

[EJ団司直の健康とよみ

18日(木)

19白〈金)

26日(重〉

.1月

12日〈金)

17日(水)

女 予 言実男 ミ子 寮

平成8年

2月 2日r-J6日
川辺公民館

ご存じですか?Sマーク
Sマーク登録庖なら安心ですo

E主主b 標準営業約叙は、利用者や

i袋三ヲ~)I 消費者の選択の利便を図り、
可ぬ句協w公衆衛笠の向上に役立てるこ

，-"，~_'/ とを白的として、現在、クリ

ーニング業、理容業、美容業の3業種に

ついて認定されています。

この約款の登録を行っている庖舗は、 iS
マークJの表示を掲げています。 Sマークは、
スタンダード(標準)、サ二テーション(偉注)、

セーフティ(安全)の頭文宰を取ったもので、

この3つめSを約束するマーつです。
登録居舗では、定められたサービス内

容を明示すること、より高度芯衛生水準の

向上に努める乙と、賠償黄任保険に加入す

ることが義務づけられており、消費者が安
心して利用できる庖舗を選ぶ目安となり
ます。

まだ登録をしていない業者の方は、こ

の機会にぜひ登録され、消費者に親しま
れる日づくりを/!j¥がけましょう。

詳しくは、福富累環境衛生営業指導セ

ンター(包0245-21-4027)へ、お問い合

わせください。

筒

その他

封

広報たまかわでは、女あなたの思い出の
場所女好きな風景女自慢したい風景、そんな
“心の風景"写真を募集します11

場所は問いませんι日本鹿内ならぢこでも結構です。
簡単な主ピソーノドゃ場所などを、九250字程度にまとめて

企画調整課・広報係までI!

，1采i

l莞i
..[員否|

{豪:

蒜宝農構センター

保
一
同
口市

間時寸受一瞥

成人病予防教室

午前9時30分.-....，12時

乳児健診・

午後 1 時~1 時30分

3種混合予防接種 i

午後 1時"'-'1時15分

成人病予防教室

午前98寺30分"'-'12詩

3種混合予防護種

午後 1時"'-'1 B寺30分

(議議 須釜公民館

31日(水)

国 2月

7日(水)

9日(金)

14日(水)

15日(木)

男予言葉(定員978)

子271 千葉県松戸市松戸638の4
電話松戸 (0473)ー(62)-9059 
(上野!lR一常盤線住i戸駅東日一徒歩10分)

(20分)

(it1l下鉄千代宙線松 戸駅策口一徒歩10分)

円
円
円

万
万
万

叩

5

2

告
各
市
首

金

金

金

賞

賞

畠
建
物

質| 個室
室 1;羊隻(机、街号、 恋立、ベッ ト、押入、暖房完備)

設|食堂、集会室、笛会室、図翠室、浴室

僑 |洗 面 ・洗濯霊

女三子寮(定員508)

所 〒151 東京都渋谷包幡ケ谷3丁邑72香9号

電話東京 (03)ー(3378)-3844 
在 (新宿駅一宗主線笹塚 駅下車一徒歩 15分)

i包
(新宿@口京王デバート脇パス停 (20香)

新山小学校前下車ーパス20分、徒歩2分)

建物 鉄筋コンクリート造 3階建

室察
1室2名

利宣言(机、褐;号、本 立、ロッカー、 f申入)

設備 打十食先萄堂、集洗会濯室釜、包会室、図議室、 浴室

詳しくは、福患県教青庁高等学校教青課内

(財)諸島票寺霊祭事務局 0245・21-7775

までお問い合わせください。

鉄筋コンクリート遥 3階建(一部4儲)

第42自「わが家の家計簿・
生活設計J体験談の募集

あなたのつけている家計簿や
生活設計について奮いてみませんか

菅原稿は・.. 

本文 2，000宰(84判400宰詰原稿用紙5
枚)以内、縦書、右上綴(ワープロ

打ちの場合は、 84判の用紙に

2，000守以内)。タイトルも入れる。

添付するもの 家計簿体験談には支出内訳

表、笠活設計体験談には生活設計
表(期間は自由)。

記載事項 ・応募者の氏名(，芯りがな〉、郵

便番号、住所、 電話番号(自宅お

よび昼間の連絡先)、職業、年齢。

舟一家言十で暮らす家族の名前、

応募者との続柄、年齢、職業、学

校・学年。

中央表彰を受けたごとのある場
合はその受賞歴(00年xx賞等

と記入)。

表面にf家計簿 ・生活設計体験談J
と明記。

※作自は宋発表のものに隈ります。

※応募原稿はお返ししません。

※入選作品の著作権は主催者に帰

属します。
図画応募期間は・..

平成ア年12月 1日

から平成8i:l=2月末日まで
圃申央表彰は・.. 

特 賞 5編

優秀麗 10編程度

奨励賞 85編程度
園地方表彰は・.. 

入選 5編程度賞金各 1Jヲ円
応募者全員に平成9年間「明るい笠活

の家計簿J;をさしあげます。

自画入選発表は・・-

平成8年 6月と、ろに新聞、テレビ、ラジ

オ等で発表します。

~参者
中央表彰の特麓作毘を収録した「目日小作昂

集Jは、毎年6月ごろに発仔。ご希望の方は

無料でお送りしています。申込先貯蓄広

報中央委員会あるいは最寄りの都道府県貯

蓄推進委員会、日本銀行Sifc5.事務所まで。

~送り先は・・・

福島県貯蓄堆進委員会

ヂ 960 福島市杉妻IBJ2-16
福畠県生活環境部農民生活課内

n0245“ 21-7178 
日本銀行福島麦居

干960 撞島市本町ふ24
n0245-21-6363 

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

{退職]

水 道 謀長森 清重 (12月1日付)

長い間ごくろうさまでした

経
患
の
手
術
に
あ
れ
ど
試
練
ど
し
恐
る
る
も
な
く
そ
の
日
を
持
て
リ

小
針
決
宮
里

紅
葉
の
散
り
初
め
寸
お
り
磐
梯
の
く
さ
や
か
な
れ
ば
冬
間
近
な
リ

真
弓
は
ん

生
涯
に
再
び
は
来
な
い
今
日
と
い
う
サ
ル
ビ
ア
赤
く
燃
え
立
ち
て
お
り

小
針
み
ね
子

刈
上
げ
祭
新
米
の
餅
を
大
臼
に
供
え
し
母
は
あ
か
ぎ
れ
の
手
に溝

井
は
な
よ

す
こ
や
か
に
老
い
た
き
願
い
畑
よ
リ
今
朝
も
穫
リ
来
る
白
菜
一
つ曲

、
山
き
く
み

今

月

の

納

税

村

県

民

税

4
期
分

国
民
健
康
保
険
税

7
期
分

国

民

年

金

1
月
分

〔
納
期
限
は
1
月
お
臼
(
木
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〕

保健センター

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付を

いただきましたD 厚く御礼申し上げます。

記

・山小屋の石森辰三さんから 2万円

・泉婦人会から、文化祭バザー益金として 1万円

・竜i埼の小林森男さんから、指社機器購入資金として

2万円

(村社会福祉協議会)

12誓男裁|

村
公
民
館

村のようす
(7年12月1臼潟在)

管1，769戸(+5) 

拡 7，722人(十11)

寺

五

3，808人(-1) 

地区

山小屋

(12月15日まで届出分)

死亡者氏名 年齢世帯主名

石森四郎 81 マス子

お誕生おめでとうございます|
(12月15日まで届出分)

出生児氏名 保護者名

石 森朱和 弘徳

10 

3/914人(十12)地区

南須釜

11 
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「
泉
組
解
散
り
」

小
高
の
添
田
三
郎
さ
ん
(
刀
歳
)

か
ら
提
供
さ
れ
た
こ
の
写
真
の
裏
に

は
、
昭
和
凶
年

3
月
消
防
組
解
散

記
念
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

「も
と
は
消
防
を
組
ッ
て
ユ
ッ
て
て
、

こ
ン
時
解
散
し
て
ガ
ら
団
っ
て
ユ
う

よ
う
に
な
っ
た
」と
添
田
さ
ん
。

ポ
ン
プ
小
屋
の
近
く
の
大
雷
神
社

前
で
写
っ
て
い
る
当
時
の
小
高
分
団

の
方
々
は
、
前
列
右
端
が
溝
井
忠
一

あ
L
だ

氏
(
幻
歳
)
で
、
一
人
間
を
置
い
て
佐

藤
忠
氏
(
花
歳
)
そ
の
左
側
は
車
田
初

雄
氏
(
初
歳
)
で
す
。
同
じ
く
前
列
左

端
は
故
関
根
要
治
さ
ん
(
竹
治
郎
氏
の

父
)
で
、
そ
の
右
は
故
須
藤
喜
代
次
さ

ん
(
大
治
氏
の
父
)
だ
そ
う
で
す
。
2

列
目
の
両
端
に
い
る
伍
長
の
人
は
、

右
が
故
関
恨
誠
さ
ん
(
忠
幸
氏
の
父
)

で
左
は
故
添
田
友
蔵
さ
ん
(
友
明
氏
の

父
)
だ
そ
う
で
す
。
最
後
列
に
は
高
原

敬
司
氏
(
お
歳
、
左
か
ら

2
人
目
)
や

荻
田
冨
二
郎
氏
(
お
歳
、
右
か
ら
2
人

目
)
そ
の
左
側
に
は
蒜
生
の
溝
井
永
一

氏
(
初
歳
)
ら
が
写
っ
て
い
ま
す
。

分
団
長
は
小
頭
部
長
と
い
い
、
故

小
針
賢
吉
さ
ん
(
写
真
2
列
目
右
か

ら
4
人
目
。
克
彦
氏
の
祖
父
)
だ
っ

た
そ
う
で
、
小
高
は
第
三
部
で
し
た
。

く
ム
が
し
ら

ち
な
み
に
団
長
(
消
防
)
を
組
頭
と

い
っ
た
そ
う
で
す

たまかわの皆さん

お元気ですか

一東京玉川会員だより-

(，J.るさとの
乙字ヶ滝は世界一 !1

神奈川県相模原市

伊豆-3-さん (竜崎出身)

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
初
め
て
東
京
玉
川
会
総
会
に

出
席
し
て
多
く
の
人
と
再
会
し
、
故

郷
を
離
れ
て
三
十
年
以
上
に
な
る
私

に
は
本
当
に
楽
し
い

一
時
で
し
た
。

私
は
相
模
原
に
来
て
早
く
も
二
十

七
年
に
な
り
ま
す
。
長
男
と
長
女
も

結
婚
し
、
主
人
と
二
人
暮
ら
し
に
な

り
ま
し
た
が
、
近
く
に
住
ん
で
い
る

長
男
夫
婦
に
女
の
子
が
生
ま
れ
よ
く

遊
び
に
来
ま
す
。

田
舎
に
い
る
両
親
は
、
子
供
が
小

さ
い
頃
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た

が
、
八
十
歳
を
過
ぎ
無
理
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
毎
年
六
、
七
回
帰
省
し

て
、
母
と
温
泉
に
行
っ
た
り
、
食
事

の
時
の
両
親
と
の
語
ら
い
は
、
ま
る

で
娘
時
代
に
タ
イ
ム

・
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。
そ
し

て
、
山
が
好
き
で
よ
く
自
転
車
で
滝

山
や
岩
法
寺
山
に
山
根
草
を
取
り
に

行
き
ま
す
が
、
開
発
さ
れ
て
消
え
て

ゆ
く
山
や
畑
を
見
る
と
寂
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
発
展
す
る
玉
川
村
は
す
ば

ら
し
い
で
す
が
、
古
き
良
き
も
の
は

残
し
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

私
も
農
家
を
手
伝
、
っ
事
が
あ
り
ま

す
が
、
暑
い
日
の
い
ん
げ
ん
摘
み
や

選
別
、
梅
雨
時
の
田
植
え
、
秋
の
取

り
入
れ
な
ど
大
変
な
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
苦

労
さ
ま
で
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
、
皆
さ
ん
と
会
え
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
玉
川
村
の
ご
発
展
と
皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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